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令
和
３
年
９
月
30
日
付
で
、
第
34
代
自
衛

隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た

林
１
佐
で
す
。

風
光
明
媚
で
歴
史
情
緒
溢
れ
る
長
野
県
に

お
い
て
、
伝
統
あ
る
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力

本
部
の
指
揮
を
と
る
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

昨
今
の
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
は
、
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
厭
わ
な
い
地

域
大
国
や
ミ
サ
イ
ル
開
発
等
に
よ
り
地
域
の

不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
国
家
が
存
在
す

る
等
、
不
確
実
性
を
増
す
と
と
も
に
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
が
担
う
役
割
や
活
動
の
場
も
宇

宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
地
震
・
豪
雨
等
自

然
災
害
に
お
け
る
災
害
派
遣
活
動
等
、
国
民

の
皆
様
の
自
衛
隊
に
対
す
る
期
待
は
益
々
高

ま
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

に
お
け
る
人
的
基
盤
を
質
的
・
量
的
に
維

持
・
強
化
す
る
た
め
に
、
長
野
県
内
に
お
い

て
隊
員
の
募
集
や
自
衛
官
の
再
就
職
援
護
並

び
に
各
自
治
体
と
の
連
絡
・
調
整
等
を
担
任

す
る
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
の
役
割
も

益
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
長
野

地
方
協
力
本
部
一
同
、
「
一
蓮
托
生
」
を
合

言
葉
に
一
致
団
結
し
、
自
衛
隊
と
国
民
の
皆

様
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
な
り
、
長
野
県
民
、
各

自
治
体
、
学
校
等
の
皆
様
と
の
信
頼
を
構
築

し
て
、
自
衛
隊
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
職
務
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林１佐着任

～主要勤務歴～

志願者獲得に向け全速力！
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上
田
地
域
事
務
所
長
は
９
月
１
日
（
水
）
軽
井
沢
中
学
校
に
お
い
て
、
全
校
生
徒
及
び

教
諭
４
８
０
名
に
対
し
て
「
浅
間
山
の
特
性
と
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
派
遣
」
と
題
し
た

防
災
講
話
を
行
っ
た
。

本
講
話
は
、
同
中
学
校
が
防
災
の
日
に
合
わ
せ
て
計
画
し
た
防
災
訓
練
の
一
部
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
措
置
と
し
て
、
校
内
テ
レ
ビ

放
送
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行
わ
れ
た
。

最
初
に
、
同
地
域
事
務
所
長
が
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
生
徒
に
対
し
て
講
評
を
述
べ
、

浅
間
山
の
分
類
や
火
山
特
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
軽
井
沢
町
役
場
が
製
作
し
て
い

る
「
浅
間
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
を
紹
介
し
、
普
段
通
り
生
活
す
る
中
で
火
山
が
噴
火
し

た
場
合
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
を
活
用
し
て
説
明
し
た
。
次

に
、
自
衛
隊
が
実
施
し
て
き
た
災
害
派
遣
、
特
に
、
平
成
26
年
９
月
の
長
野
県
御
嶽
山
に

お
け
る
噴
火
に
係
る
災
害
派
遣
の
概
要
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
か
ら
は
「
火
山
噴
火

に
お
け
る
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て
驚
い
た
。
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
ほ
か
、
教
諭
か
ら
は
「
多
岐
に
わ
た
る
自
衛
隊
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と
の
声

も
聞
か
れ
た
。

最
後
に
、
日
常
で
使
え
る
防
災
知
識
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
自
身

の
パ
ニ
ッ
ク
を
抑
え
る
呼
吸
法
（
タ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
：
戦
術
呼
吸
法
、
４

カ
ウ
ン
ト
呼
吸
法
）
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
精
神
の
安

定
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。

のパニックに備えよう

飯
田
出
張
所

２
等
空
曹

酒
井

真
須
美

第
１
輸
送
航
空
隊
（
小
牧
）
よ
り

総
務
課
付

３
等
陸
佐

下
斗
米

春
菜

東
部
方
面
総
監
部
（
朝
霞
）
へ

長
野
地
域
事
務
所

広
報
官

３
等
空
曹

清
水

正
輝

新
潟
救
難
隊
（
新
潟
）
へ

三
笠
本
部
長
ご
栄
転

災害時

転
入
者
紹
介

転
出
者
紹
介

第
33
代
自
衛
隊
長
野
地
方
協

力
本
部
長
三
笠
１
佐
は
、

令
和
３
年
９
月
30
日
付
で
、東

北
方
面
総
監
部
情
報
部
長
に

異
動
と
な
り
ま
し
た
。

着
任
以
来
「
地
域
と
の
連

携
」
、「
信
頼
と
絆
」
を
要
望
事

項
に
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
本
部
長
自

ら
先
頭
に
立
ち
、日
々
任
務
に

邁
進
さ
れ
ま
し
た
。

三
笠
１
佐
の
益
々
の
ご
発
展

ご
活
躍
を
自
衛
隊
長
野
地
方

協
力
本
部
一
同
心
よ
り
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。


